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要約

1993年１１月１０日に倉敷市在住の１３歳女子が頭節を欠く裂頭条虫の成熟ストロビラ（全長２８

ｃｍ，最大幅７ｍｍ）１条を自然排出した。この条虫は次のような点から，RauschandHilliard

(1970）によるアラスカ産の広節裂頭条虫DiphyZZo6otMumZatlLm（Linnaeus，1758）Liihe，
1910の形態的特徴に一致する虫体と思われた。即ち，１）虫卵は海水・淡水中で孵化することが

確認され，また生食水中でも胚発育がみられた。２）虫卵は楕円形で長径平均６３.Ｗｚｍ，短径平

均45.ｌｌｕｍ，卵殻の厚さ平均1.3,(ｚｍで，無蓋端側に小突起を有し卵殻表面には点刻（pits）を認
めない。３）片節は縦径2.1～3.0ｍｍ，横径6.3～7.0ｍｍ（縦径：横径比は平均１：2.7）で，厚

さ約1.0ｍｍである。４）生殖孔は片節前縁から片節縦径値の約１／5後方に開口し，生殖孔周囲

には著明な乳頭が認められる。５）子宮ループの数は５～７で，側方にさほど伸展せず，子宮ルー

プの最前端は陰茎嚢の前縁付近まで達する。６）精巣は一層に配列し，前後の各片節の精巣との境

界付近に間隙が認められる。７）陰茎嚢は洋梨型で片節の前後軸に対して斜位をとり，貯精嚢は片

節腹側面から見える位置にある。

症例の患者は，虫体排出前の８月５日にサケを生食しているが，このサケの産地は明らかにでき

なかった。最近，ＹａｍａｎｅｅｔａＺ.（1986）は本邦で以前から広節裂頭条虫（Ｄ・Ｚａｔｕｍ）と呼ばれ

た虫体の多くは，北欧産のＤ・Ｚａｍｍとは異なった点があり，日本海裂頭条虫（，.〃i/zo"んaZe"ｓｅ

ＹａｍａｎｅｅｔａＪ.，1986）と改称することを提唱しているが，本邦における裂頭条虫寄生例の中には
ＤＪａｔⅢｍの感染例も存在するのではないかと思われる。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ｈｕｍａｎｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉａｓｉｓ；ｓａｌｍｏｎ；Ｄ・Ｚａｔｕｍ；ｂｒｏａｄｔａｐｅｗｏｒｍ；Ｃｅｓｔｏｄａ．

ＤＪｚｉα"ｓ（Diesing，1850）Meggitt，1924（Ｋａｍｏ

ｅｔａＬ，1981,1982,1988)，スコットランド裂頭条虫Ｄ・

scoticum（RennieetReid，1912）Meggitt，１９２４

(ＦｕｋｕｍｏｔｏｅｔａＺ、1988）およびＤ，o7cmiHatsu‐

shikaetShirouzu,1990（中沢ら，1992）など，上述

の米子裂頭条虫も含めて６種類に及んでいる。また，

ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1986）は，従来からの日本産広節裂頭

条虫を日本海裂頭条虫，．〃iho"んａｔｅ"Ｓｃ（新称）とし

て報告している。従って，近年日本でヒトから排出され

るいわゆる広節裂頭条虫に類似する虫体の種類判定に当

たっては，従来よりも詳細な形態的検討が必要となった。

著者らは，岡山県倉敷市在住のｌ女子が頭節を欠く裂

頭条虫の成熟ストロビラ１条を自然排出した例に遭遇し

た。この条虫片節の全体封入標本および各方向の連続切

片標本についてその形態を詳細に観察し，既知種の裂頭

条虫と比較検討した。その結果，症例の条虫の形態的特

徴がRauschandHilliard（1970）によるアラスカ産

Ｄ・Ｊａｔｕｍに極めてよく類似することが判明した。本稿

では症例の概要，片節の形態的特徴および虫卵孵化実験

の結果について報告する。

緒目

日本で報告された魚類からヒトに感染する裂頭条虫は，

これまで広節裂頭条虫Dip/zyZZo6otMumZatum

(Linnaeus,1758）Ldhe,1910と大複殖門条虫DjpZo‐

go7zopo7usg7α"dts（Blanchard，1894）Liihe，1899

の２種類と考えられていたが，加茂ら（1977）はヒトか

ら見出される裂頭条虫類を再検討する過程で，従来から

広節裂頭条虫として取り扱われた虫体の中には明らかに

別種と思われる海洋性裂頭条虫の混在を確認して，福岡・

熊本・鳥取各県で得られたヒト寄生の虫体を「古賀・岡

村型」裂頭条虫と称して区別した。この裂頭条虫は，の

ちにＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981）によって米子裂頭条虫Ｄ・

yO7LagOenSe（新称）として記載された。

その後，日本では海洋性裂頭条虫のヒト寄生の報告例

が相次ぎ，その種類はカメロン裂頭条虫Ｄ・came7o7zi

Rausch，1969，太平洋裂頭条虫Ｄ・ｐａｃ城clLm

(Nybelin,l93DMargolis，1956,アザラシ裂頭条虫
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した後，走査型電子顕微鏡（日立Ｓ-570）によってそれ

らの表面構造を観察した。

虫体観察所見

片節の全体封入標本と切片標本による虫体各部位の計

測値は，Ｔａｂｌｅｌに要約した。ストロビラは全長２８

ｃｍ，最大幅７ｍｍで，片節中央部の厚さは約1.0ｍｍ

とやや肉厚であるが，外観から各片節のほぼ中央に生殖

器１組の配列が認められた（Ｆｉｇ．1)。片節はどの部位

も縦径値く横径値を呈し，縦径値は2.1～3.0ｍｍで，

片節の縦径：横径比は１：2.3～3.3（平均2.7）であっ

た。片節両側野の背腹体表面には，１０～１３条のやや深

い縦雛溝が認められた（Figs、２，４)。子宮ループの数
は５～７で側方に向かってさほど伸展せず，子宮ループ

走行域の幅径は約15ｍｍで片節幅の約1／５を占めて

いる。子宮ループの最前端は陰茎孔を越えて陰茎嚢の前

縁付近まで達している（Figs､２，３，６)。片節後方の子

宮起始部付近の左右に認められる卵巣は，概ね蝶の羽状

で，その分布域は片節幅の約１／３を占め，両側端部は

精巣の分布域と重なっている（Ｆｉｇ．３)。
横断切片標本の観察では，表皮は約７ｌｕｍでやや厚く，

表皮下細胞，卵黄腺，内部の縦走筋・横走筋および精巣

などはよく発達している（Figs、４，５)。卵黄腺は長楕

円形で子宮域を除く背腹の皮層内に密に分布する。内部

の縦走筋および横走筋はやや太い筋束で構築され，筋層

の厚さは内部縦走筋層が５５～l391um（平均l0qum)，

横走筋層が８～55,uｍ（平均２ｑｕｍ）である。精巣は

楕円球形を呈し，その直径は７６～ll8lumで片節両側野

の髄層内に一層に配列している。切片標本に認められる

精巣の数（平均）は横断像で44個，矢状断像で２０個で

ある（Figs､４，８)。神経幹は片節両側野の中央よりも

やや内側の髄層内に認められ，背腹に長い楕円形で長径

平均761Uｍ短径平均４ＬＵｍである（Figs、４，５)。
矢状断切片標本の観察では，片節の前縁近くに陰茎裏

と貯精嚢が認められ，その後方に子宮ループおよび卵巣

が認められる（Ｆｉｇ．７)。陰茎嚢は背部がやや膨らむ洋

梨形を呈し長径66ａｕｍ，短径320,ｕｍ，壁の厚さ６～

l3lumで虫体の前後軸に対して斜めに位置する。貯精嚢

は短楕円球形を呈し長径５０Ｍｍ，短径３４ａｕｍ，壁の

厚さ８～2Ｗｚｍで，陰茎嚢の背壁下部に懸垂して接続す

る。貯精嚢の後方約１／３は陰茎嚢よりも後方にあり，

貯精嚢は片節の腹側面から見える位置にある。子宮の開

口部は陰茎と膣が共同に開口する生殖孔のやや後方に認

められ，片節前縁から生殖孔までの距離は約0.60ｍｍ

(片節縦径値の約１／5）で，子宮孔は生殖孔から約

0.35ｍｍ後方に存在する（Ｆｉｇ．７)。

水平断切片標本の観察では，前述した子宮ループの数
およびその最前端が生殖孔を越えて陰茎嚢の前縁付近ま

症例

患者は，岡山県倉敷市在住の１３歳女子（ＮＫ)。

１９９３年１１月１０日，排便時に乳白色ひも様物の排出に

気付き，それを携えて平成病院を受診した。このひも様

物は，頭節を欠く裂頭条虫の成熟ストロビラ（全長２８

ｃｍ，最大幅７ｍｍ）で，外見から各片節に生殖器1組

の配列が認められた。患者の糞便中には裂頭条虫卵の排

出を認めたが，翌１１日午後に実施した家族３名の糞便

検査ではいずれも虫卵陰性であった。患者は，虫体排出

前の９月２５日午前に心窩部痛（胃炎と診断)，１０月５

日午後に冑内視鏡検査（幽門部炎症と診断）および同月

１２日午後に眼瞼浮腫（尿正常，白血球数7,600／ｍｍ３，

好酸球比23％）などで同病院を受診している。患者に

は残余虫体駆虫の目的で，同年１１月１５日に硫酸パロモ

マイシン（Aminosidine⑰）2,500ｍｇ（１０分間隔で２

分服）を投与し，９０分後に硫苦２５９を水300ｍｌと共に
飲ませたが，虫体の排出は認められず糞便内虫卵は陰性

であった。虫体自然排出後に実施した患者の血液検査で

は，白血球数4,000／ｍｍ３，好酸球比４％（同年１１月

１４日)，白血球数3,300／ｍｍ３，好酸球比２％（1994年

２月）であった。患者宅の一家４人は，1993年８月５

日に鳥取県境港魚市場から訪れた生鮮魚介類の行商から

生鮮サケと表示された魚を購入し，刺身で食べたとのこ

とである。

材料と方法

患者が持参した裂頭条虫の成熟ストロビラは，クロロ

ホルム添加水道水中に浸し冷蔵庫内に放置して弛緩死

(Andersen,1971,1975;加茂，1978）させた後，全長

と最大幅を計測した。弛緩したストロビラは，数片節宛

を組織切片用と走査電顕用に分けて７０％エタノールと

５％ホルマリン液で別々に固定し，残りのストロビラは

虫卵孵化実験に供する目的で生食水中に浸して冷蔵庫内

(温度約５℃）に保存した。エタノール固定の片節は

Semicon-carmine染色の全体封入標本とした。組織切

片用の片節は型どおりにパラフィン包埋後，横断・矢状

断および水平断の各連続切片（厚さｌｑｕｍ）を作成し

て，Trichrome染色を施して内部形態を観察した。虫

卵は，成熟片節の子宮内から採取した５０個について長

径・短径および卵殻側部の厚さ等を計測した。虫卵の孵

化実験は，冷蔵庫内保存の成熟片節子宮内から採取した

虫卵をそれぞれ人工海水（Aquamarin，比重約1.01）

と水道水中に浸して，温度２５℃～27°Ｃの条件下で培養

した。虫卵孵化実験では，１２時間毎に培養水の約１／３

を新しいものと交換し，胚の発育状況を観察した。走査

電顕観察用の成熟片節，子宮内卵および虫卵孵化実験で

得られたcoracidiumなどは，型どおりに前処理を施
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TablelComparisonofmorphologicaｌｄａｔａｏｆＤ./α/Ⅸ、,，.〃//７０"kα/cﾉTseandpresentspecimen

，.〃ﾉﾉ、/TAq/e"ｓｅ

(Ｙａｍａｎｅｅｒｑ/1986）

，./α"ｨ"！

(RauschandHilliard,1970）

Present
●

speclmen

Strobila

length
maximumwidth

Maturesegmem

length
thickness

Cirrus-sac

length
width

wallthickness

Vesiculaseminalis

length
width

wallthickness

Arrangementoftestes
No.oftestesin

transversesection

sagittalsection
Diameteroftestes

Thicknessofmusclelayer

longitudinaｌ
ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ

Ｎｏofuterineloops
Diameterofnervetrunk

Thicknessof

corticalparenchyma

medullaryparenchyma

Sizeofeggs

length

l５６－ｌｌ４０ｃｍ

ｌ４ｍｍ

64.5-74.1cｍ

6.9ｍｍ

(28ｃｍ）

７．０ｍｍ

1.9-2.1ｍｍ2.1-3.0ｍｍ

１．０ｍｍ 0.7-1.2ｍｍ

420-480瓜m

390-400似、

375-640Jum

245-390lum

Z5Jum

668lum

32叩m

6-l3um

25qum

lOO似、

５０’m

singlelayer

l72-357Jum

l30-233um

２０－５７Jum

singlelayer

S01Jum

348’、

8-27lum

singlelayer

about44

about20

76-ll8Jum

about1,200

78-26叩､ 35-45〃、

97-l46Jum

l8-48um

S5-l39Jum

8-5叩､
５－７

４１－７６瓜、

5-1Ｍm
６－７

l39-320um

S2-lO4lUm

55.2±Ｌ３ｊｕｍ

３８２±Ｌ５似、

60.7-67.ｍｍ

（av､63.9）

42.3-48.6,ｕｍ

（av､45.1）

1.0-1.4瓜、

（aＭ1.3）

62-76ｕｍ

(av､67.0）

42-51,ｕｍ

(av､４６．０）

width

thicknessofeggshell

で達するなどの特徴のほかに，精巣が隣り合う前後の各

片節の精巣とは連続しない像が認められる（Ｆｉｇ．６)。
また，片節腹側体表面の走査電顕による観察では，生殖

孔周囲に著明な乳頭が認められる（Ｆｉｇ．９)。
虫卵は褐色を呈した楕円球形で卵殼が比較的薄く，虫

卵の無蓋端部に小突起が認められる（Figs12～18)。
子宮内卵５０個の計測値は長径平均63.9,ｕｍ（60.7～

67.7｣ｕｍ)，短径平均451Ium（42.3～48.6,ｕｍ)，卵殻

側部の厚さ平均１．３，(zｍ（1.0～1.“、）である。また，

卵殻表面の走査電顕による観察では，点刻（pits）が殆

ど認められず全体として平滑な外観を呈している(Figs、
10,11)。

虫卵の孵化実験では，人工海水および水道水中（温度

27°Ｃ）で培養した結果，いずれのmedium中でも

coracidiumの孵化が認められた。上記の２種ｍｅ‐

dium中における虫卵の胚発育状況は，虫卵培養開始後

７日目にcoracidiumの輪郭が形成され（Ｆｉｇ．１５)，

１１日目にcoracidiumが小蓋よりに移動を開始し

(Ｆｉｇ．１７)，１３日目にcoracidiumが孵化した（Ｆｉｇ．
18)。孵化後のcoracidiumは，繊毛を動かして体を回

転させなながらmedium中を活発に遊泳した。

coracidiumの生存期間は，人工海水中で約３０時間で

あったが，水道水中では孵化３時間後に繊毛膜が膨化し

てcoracidiumは培養シャーレの底に沈み（Ｆｉｇ．１９)，
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ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1986）によると，，.〃iho7zhaie几Ｓｃ

のストロビラは外観から子宮ループが透視できるほど薄

いと述べているが，症例の虫体は表皮の厚さが約７Ium

で，片節は厚さが約1.0ｍｍとやや厚い。症例の虫体片

節各部位の計測値とり.、/zo"んａｔｅ"Ｓｃのそれらとの比

較では，症例の虫体は陰茎嚢の長径・貯精嚢・精巣およ

び虫卵の計測値が明らかに大きい点などが，．

"i/zo"ん伽"ｓｅと異なっている（Tableｌ)。また，，．

"iho"んaie"ｓｅの片節における片節前縁から生殖孔まで

の距離（0.26～034ｍｍ）も本症例の虫体とは相違して

いる。実験感染ハムスターから得た虫卵の計測値につい

てＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1986）は，，．〃j/DC"ﾉﾔﾙ"ｓｅでは

長径が57.51(ｚｍ，短径が42.5,ｕｍの範囲内にあるが，

Ｄ・Ｚａｔｕｍでは長径が６０.ｑｕｍ，短径が45.0,ｕｍを越

えると述べている。一方,前島ら（1991）は，日本海裂頭

条虫ヒト寄生５９例の成熟節から得た虫卵には長径で

52.5～77.51ｕｍ，短径で35.0～50.0,ｕｍの変異があり，

その平均値は長径55.8～68.9/ｕｍ，短径39.3～46.1,ｕｍ

(平均62.5×43.ｑｕｍ）の範囲内に分布すると報告して

いる。症例の片節から得た虫卵の計測値は長径平均

63.9,ｕｍ，短径平均45.1,uｍ（Tableｌ）で，この値は

ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1986）によるハムスター由来のＤ・

Ｚａｍｍの虫卵計測値に近似しているが，前島ら（1991）

によるヒト寄生日本海裂頭条虫の虫卵計測値の範囲内に

含まれ，ＹｍａｎｅｅｔａＺ.（1986）が指摘するように虫卵

の計測値のみでは種類の鑑別は困難である。また，，．

/zi/zo"んａｔｅ"ｓｅの虫体は，子宮ループの最前端が生殖孔

の前縁を越えないことが特徴の一つに挙げられている

(ＹａｍａｎｅｅｔａＬ，1986）が，症例の虫体では子宮ルー

プの最前端が生殖孔を越えて陰茎嚢の前縁レベルにまで

達しており（Figs、２，３，６)，さらに子宮ループは，．
〃i/zo7zhate几Ｓｃのように側方に向かってそれほど長く伸

展していない（Figs､２，３)。

次に，症例の虫体片節における各部位の計測値を

RauschandHilliard（1970）によるアラスカ産Ｄ、

Zatumのそれらと比較する。RauschandHilliard

（1970）によると，アラスカ産DJatzLmの片節の背腹

約７時間後には繊毛の動きが停止した。人工海水中で孵

化５時間後のcoracidiumの計測値は，繊毛膜を含め

た直径が平均48.6,ｕｍで，鉤は縦径平均１Ｌ４ｑｕｍ

(9.17～13.41(ｚｍ)，繊毛の長さは１０～2Ｌｕｍであった。

また，coracidium体表面の走査電顕による観察では，

繊毛が比較的疎に生えていた（Ｆｉｇ．２１)。虫卵孵化実

験に使用する目的で生食水中（温度約５°Ｃ）に保存した

子宮内卵は，胚発育が徐々に進行し，約１０カ月後には

ほぼ完成したcoracidium包蔵卵になった。

考察

日本でヒトから見出されるDtp/MZo6ot/ｚ７ｍｍ属の

条虫は，従来からの広節裂頭条虫（Ｄｌａｔｕｍ）のほか

に，前述した如く最近では，海洋性裂頭条虫７種の存在

が明らかになった（ＫａｍｏｅｔａＺ．（1981；1988)，加茂

ら（1982)，ＹａｍａｎｅｅｔａＺ．（1981；1986)，Fukumoto

etaZ.（1988)，中沢ら（1992))。このように，日本にお

いてヒトから得られるDjp/zyZZo6othrium属条虫の虫

種判定には，従前よりも詳しい形態観察が必要となった。

以下に，本症例で得られた裂頭条虫の生態的・形態的特

徴を既知種裂頭条虫のそれらと比較する。

本症例の虫体は頭節が未確認であるが，ストロビラが

生鮮状態で届けられたため，子宮内卵を用いての虫卵孵

化実験が可能であった。この実験結果と虫卵・片節の形

態観察所見とによって，症例の虫体はその種類をある程

度にまで絞ることができた。即ち，虫卵孵化実験では人

工海水と水道水中でcoracidiumが孵化したこと，お

よび虫卵の卵殻表面に海洋性裂頭条虫に特有の点刻

(pits）が認められないことなどの特徴から，症例の虫

体は淡水性裂頭条虫と考えられた。

Ｔａｂｌｅｌは，症例の虫体片節各部位の計測値と子宮

内卵の計測値などを，最近新種として記載された日本海

裂頭条虫（＝日本産広節裂頭条虫）Ｄ、niho"んaie"ｓｅ

ＹａｍａｎｅｅｔａＬ，１９８６の副模式標本（paratype)，お

よびRauschandHilliard（1970）によるアラスカ産

広節裂頭条虫（ＤＪａｔｕｍ）のそれらと比較したもので

ある。

FiglWholebodyofvitalstrobilaobtained、

Fig.２WholemountpreparationofmatureproglottidsstainedwithSemicon，scarminesolution.(Scale＝０．２ｍｍ）
Fig.３Uterineloopsandovariesofmatureproglottid.(Scale＝０．５ｍｍ）

Fig.４TransversesectionofmatureproglottidpassingthroughthelevelofthecirruspouchstainedwithTrichromesolution．
（Scale＝0.5ｍｍ）

Fig5Portionoftransversesectionofmatureproglottid,showingdetailedofthelateralfield.(Scale＝０．２ｍｍ）
Fig.６Horizontalsectionofmatureproglottid,showingthetestes-freearea(arrow)existsbetweenneighboringproglottids．

（Scale＝０．５ｍｍ）

Fig.７Sagittalsectionofmatureproglottidpassingthroughthelevelofthegenitalopening.(Scale＝0.5ｍｍ）
Fig.８Sagittalsectionofmatureproglottidpassingthroughthelateralfield.(Scale＝０．５ｍｍ）
Fig.９Genitalpapillaeandcirrusopeningofmatureproglottidbyscanningelectronmicroscopy.(Scale＝０２ｍｍ）
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約１０カ月後にcoracidium包蔵卵となった。これらの

虫卵は海水または水道水中に移して温度２７°Ｃに保つと

大多数の虫卵からcoracidiumの孵化が認められた。

従って，症例の虫体は上記の４種裂頭条虫とは異なる種

類と思われる。

Ｄ・Za7ZceoZatumは，北極圏その他の海洋域に生息

している鰭脚類（アザラシ・オットセイ等）に寄生する

裂頭条虫である。虫体は槍先状で体長２～７ｃｍ，片節

幅３～７ｍｍで（Markowski，1952)，陰茎嚢・貯精

嚢および精巣等の計測値が小さく症例の虫体とは明らか

に相違している。また，Ｄ・uogeZiの虫体は，Ｄ、

dit7emumに類似の形態を示し体長14.3～69.0ｃｍ，最

大幅1.8～7.2ｍｍで，生殖孔と子宮孔が接近して開く

(距離平均0.16ｍｍ）等の特徴（Bylund，1975a）によっ

て症例の虫体とは明らかに区別される。Ｄ､ｄａＺＺｉａｅは，

アラスカで実験感染のカモメとイヌから得た成虫に基づ

いて報告された種類である（Rausch,1956)。虫体は体

長が26.4ｃｍ，片節の最大幅が５ｍｍまでの小型種で，

精巣が２～３層に配列し，虫卵は長径平均５９ノリ、，短

径平均42,ｕｍと小さく，症例の虫体とは相違している。

Andersen（1971；1975）は，Dip/zyZZo6otMum

属条虫のストロビラを充分に弛緩させた標本で観察する

と，Ｄ､ｄｅ"d7iticumと，.ｄ〃ｅｍｕｍでは精巣と卵黄

腺が隣り合う前後の片節間でそれらが連続して分布する

が，Ｄ１ａｔｕｍでは精巣と卵黄腺が片節ごとに収縮して

前後の片節との境界にそれらが分布しない隙間が存在す

ると述べている。この点については，ＤｉｃｋａｎｄＰｏｏｌｅ

(1985）が，.。e"d7iticumとＤ､Ｚａｔｕｍの形態を比較

した際に同様の結果を報告している。また，この両種で

は陰茎嚢と貯精嚢の接続関係に相違があると述べている。

即ち，Ddendriticwnでは貯精嚢は陰茎嚢の背壁中央

部に接続するため片節の腹側面から見えないが，Ｄ、

Zatumでは陰茎嚢の背壁下部に接続するので，貯精嚢

は片節の腹側面から見える位置にある。Kuhlow

（1953）は，４種裂頭条虫（，．。e"d7itZcum，Ｄ・

osmeri,Ｄ､uogeZi,Ｄｄｉｔ７ｅｍｕｍ）における卵巣の形

体表面には縦雛溝が認められ，片節の前縁から生殖孔ま

での距離は片節縦径値のｌ／4～l／５，生殖孔から子宮

孔までの距離は0.26～1.24ｍｍとされている。症例の

虫体で縦径値3.0ｍｍの片節では，前述したように，片

節前縁から生殖孔までの距離は0.60ｍｍ（約１／5)，生

殖孔から子宮孔までの距離は035ｍｍであり，とくに

片節前縁から生殖孔までの距離は，．〃i/zo"ん血"Ｓｃの

0.26～0.34ｍｍよりも上述したＤＪａｔｕｍのそれに近

似している。症例の虫体は陰茎嚢壁がやや薄く，貯精嚢

の縦径・横径値がやや大きい点を除けば，その他の部位

の計測値はアラスカ産Ｄ・Ｚａｔｕｍのそれらと近似の値

を示している（Tableｌ)。また，前述した子宮ループ

の特徴はRauschandHilliard（1970）あるいは

ＹａｍａｎｅｅｔａＺ.（1986)によるＤｌａｔｕｍのそれに酷似

している。症例の虫体から得た虫卵は縦径・横径値とも

RauschandHilliard（1970）によるアラスカ産Ｄ・

Zatumの虫卵の計測値平均（長径６７.ｑｕｍ，短径46.0

,ｕｍ）に近似している。

ＤＩａｔｕｍの虫体と形態的に類似するDip/zyZZo-

bothmLm属条虫の主要種については，Ｄ、ｄｅ"｡〃

tzcum（Nitzsch，1824）（＝Ｄ・noruegicum（Vik，

1957)；＝Ｄ・ｏｓｍｅ７ｉ（vonLinstow，1878)；Ddit7e‐

ｍｕｍ（Creplin，1825)；DJanceoJatum（Krabbe，

1865)；Ｄ、uogeZjKuhlow，1953；Ｄ・ursiRausch，

1954;Ｄ､ｄａＺＺＺａｅＲａｕｓｃｈ’1956;Ｄ・aJasce"seRausch

andWilliamson,１９５８など７種類が知られている。

Hilliard（1960）は，アラスカ産Diphyllobo-

thrium属条虫の11種類について，虫卵孵化実験の成

績とcoracidiumの形態的特徴などについて記載して

いる。それによると，Ｄ､ｄｅ"｡｢iticum,Ｄ・ｄｉｔ７ｅｍｕｍ

およびＤ､u7siなど３種の虫卵は，生食水中では胚の

発育が見られず，また，，.αZasce7zseの虫卵は淡水中

（温度20°Ｃ）でcoracidiumの孵化率が１％以下と述べ

ている。症例のストロビラは，虫卵孵化実験に用いる目

的で生食水中に浸して冷蔵庫内（温度約５°Ｃ）に保存し

たが，その間に子宮内の虫卵は胚発育が徐々に進行して

FiglOAneggfiomtheuterusbyscanningelectronmicroscopy.(Scale＝0.02ｍｍ）

FigllEgg-shellsurfaceandopercularsuturebyscanningelectronmicroscopy(Scale＝６．０瓜、）
Figs､l2-l8Eggsfromtheuterusofmatureproglottid,incubatedintapwaterat27oC.(Scale＝０．０２ｍｍ）
Figl2Eggjustafterremovedfromtheuterus

Figl3Twenty-fourhoursafterincubation・

Figl4Fourdaysafterincubation、

Ｆｉｇ．’５Sevendaysafterincubation

Fig・l6Ninedaysafterincubation

Fig、l7Elevendaysafterincubation

Figl8Thirteendaysafterincubation

Figs」9-20Liberatedcoracidiathreehoursafterhatchingintapwater（19)andseawater(20).(Scales＝０．０２ｍｍ）
Fig21SEMpictureofcoracidium.(Scale＝００１ｍｍ）
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状について記載しているが，症例の虫体に見られる卵巣

の形状は蝶の羽状で，Ｄ・ｄｅ"d7iticZLmやＤ､uogeZiの
ように卵巣前縁が平坦ではない（Ｆｉｇ．３）。

症例の虫体片節の水平断切片標本の観察では，前後

の片節との境界付近に精巣の分布しない透明な部分が帯

状に認められ（Ｆｉｇ．６)，片節の矢状断切片標本では貯

精嚢が片節の腹側面から見える位置にある（Ｆｉｇ．７)。
症例の虫体片節の切片標本におけるこれらの形態的特徴

は，上記のRauschandHilliard（1970)，Andersen

(1971,1975)，ＤｉｃｋａｎｄＰｏｏｌｅ（1985）あるいは

Magath（1929）によるＤ・Ｚａｔｕｍの片節における特徴

に極めてよく一致する。従って，症例のストロビラは

Ｄ・Ｚａｔｕｍに近似する虫体と考えた。

近年，裂頭条虫の種類判定の際に虫体の形態学的検討

に加えて片節の生化学的，分子生物学的方法の応用

(BylundandDjupsund，1977；ｄｅＶｏｓａｎｄＤｉｃｋ，
1989;FukumotoetaZ.，1990）やリポゾームＲＮＡ遺

伝子レベルでの検討（MatsuuraetaZ.，1992）などが

試みられているが，本症例のストロビラについては，形

態学的特徴に焦点を絞って検討した。また，

Dip/zyZZo6oth7mm属条虫のコラシジウム鉤について

も分類学的有用性が示されている（Bylund，1975b；
ＹａｍａｎｅｅｔａＪ.，1989）が，症例のコラシジウム鉤の観

察結果については既報の裂頭条虫種と比較し得るだけの

成績が得られなかった。

症例の患者とその家族は，前述した如く，１９９３年８

月５日に鳥取県境港魚市場の行商から購入した生鮮サケ

(ラベル付き）を刺身で食べている。このサケの産地に

ついては特定できなかったが，同県水産課によると，鳥

取県美保湾では近年ギンザケ（O"co7ノリzc〃ｓ/zistc/z）
を養殖しているが，この養殖は水温が上昇し始める６月

下旬までで打ち切り，夏期に境港市の魚市場に入荷する

サケはおもに北海道産もしくは現在ニュージーランド経

由で日本に直輸入されているAtlanticsalmonのいず

れかとのことであった（私信による）。従って，

ＹａｍａｎｅｅｔａＺ.（1986）が主張するように，日本近海産

のサケに由来するDjp/DyJZo6otMum属条虫のすべて

が，．〃i/DC"ハル"Ｓｃであるならば，症例の患者が業者

から購入して生食したサケは外国産の可能性が十分考え

られる。

山根ら（1994）は，日本で過去に報告された広節裂頭

条虫症の原因虫をすべて日本海裂頭条虫として取り扱っ

ているが，本症例のようにＤ、Ｚａｔｕｍと考えられる虫

体のヒト寄生例も依然存在するので，過去の症例で得ら

れた虫体については詳細な形態的検討が必要ではないか

と考える。日本では関西国際空港の開設に伴って，生鮮

食品販売業者が消費者の要望に応じて国の内外から航空

宅配便で生鮮食品を供給する時代になっており，今後は

国内に流通する生鮮食品，特に魚介類に関しては産地特

定が益々困難になると予想される。従って，人体寄生裂

頭条虫症やそのほかの寄生虫症の原因虫の種類判定に当

たっては，地球的視野での対応と検討が望まれる。
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ACASESTUDYOFHUMANINFECTIONWITHBROADTAPEWORM

DJPlWLLOBOTLWUMLATUM(ＬＩＮＮＡＥＵＳ,1758)ＬＵＨＥ,ｌ９１０

ＦＯＵＮＤＩＮＯＫＡＹＡＭＡＰＲＥＦＥＣＴＵＲＥ,ＪＡＰＡＮ

ＲＹｏＨＡＴＳＵＳＨＩＫＡｌ),ＴＥＴｓｕＹＡＯＫＩＮＯＤＡＮＤＴｏＭｏＫｏＯＫＡＺＡＷＡ２）

ノノDepα""!e"rq/Ｐａｒａｓｊ/o/ogy,ＫｔＪｗａｓａｋｉＭｅｄｊｃα/Sc/Zoo/,Ｋ”ａｓ/zjkj70I-0I,Ｊａｐａｎ
２）KmrasﾉZjkjHejsejHoSpjrα/,ＫＭｒａｓ/,Ｍｒｊ７ＩＯ,ノヒJpα〃

Astrobilaofdiphyllobothriidtapewormwithoutscolex（２８ｃｍｌｏｎｇａｎｄ７ｍｍｗｉｄｅ）wasspontaneously

evacuatedfromal3-year-oldfemalelivinginKurashiki,OkayamaPrefectureonNovemberlO,1993.Ｍorphological

characteristicsofthestrobilaandtheeggswereasfOllＣＷＳ．ｌ）Theeggshatchedoutbothinartificialseawater

(Aquamarin)andintapwater,andembryonationwasalsoobservedinphysiologicalsaline､2)TheeggswereeUipsoidal

withsmallknobsatoppositesideofoperculum,measuring639lUmlengthand45､lJUmwidthinaverage,andanegg-

shellwasaboutl3umthick,lackingscatteredpitsonthesurfaＣｅ､３)Theproglottidsweremuchwider,measuring2・ｌ

ｔｏ３・OmminlengthandLOmminthickness,withalength/widthratioofl:2.7.4)Thegenitalopeningwassituatedabout

l/5posteriorfromanteriormarginoftheproglottid,andprominentpapillaeexistedaroundthegenitalopenin9.5)The

numberoftheuterineloopswas5tｏ７ｏｎｅａｃｈｓｉｄｅ,notquiteelongatedlaterally,andthemostanteriorportionofthe

uterineloopsreachedasfarasthelevelofanteriormarginofthecirrus-sac､６)Thetesteswerearrangedinasinglelayer，

andtherewasadistinctboundarybetweenneighboringproglottids7)ThepyrifOrmcirrus-sacinasagittalsectionwas

situatedobliquelyintheproglottid,andasubsphericalseminalvesiclewasconnecteddorso-caudaUytothecirrus-sac，

whichcouldbeseenfromventralsurfaceoftheproglottid､Fromthesefindings,thestrobilamthepresentcasewas

identifiedasDjp/ｌｙﾉﾉ０６０ｔ/IﾊﾟⅨ、/α、〃(Linnaeus,1758)LUhe,l910byRauschandHilliard(1970).Thepatienthadeaten

rawsalmonmeatonAugust５，１９９３，althoughtherewasnoindicationwherethesalmonhadbeentaken・Recently，

Yamaneelα/､（1986,1994)proposednewtheorythatso-calledbroadtapewormwhichhadsofarbeenclassifiedasD

/、ⅢminJapandifferedtaxonomicallyfromtheoriginalD./α/"mfOundinnorthernEurope・Hencethenomenclature

oftheJapanesebroadtapewormshouldbealtereｄｔｏＤ.〃ﾉﾉ、"ｋａｉｅ"seltisatthesametimesupposedthattherestillexists

considerablenumberofcasesofD./αr"minfectionamonghumandiphyllobothriasisinJapan．




